
東地区小学校の再編について 

 

稲敷市では、少子化の影響により児童数の減少が著しいことから、平成２２年３月に「学

校再編整備実施計画」を策定し、市内小学校の再編を実施してきました。 

 東地区の計画における小学校の適正配置方針では、小学校５校の全部をもって統合し、新

しい場所に学校を設置する新設統合でした。 

 しかしながら、これまで東地区では、各学校に発生した複式学級の解消を最優先に段階的

に統廃合を実施してきました。 

 現在、さらなる児童数の減少により、令和７年度にはあずま北小学校において複式学級の

発生が見込まれております。また、３校とも建物の老朽化が著しいことから、東地区小学校

の今後の在り方の検討をこれまで説明会やアンケートなどを実施し、広く意見を募集してき

ました。 

 稲敷市では、アンケート結果や説明会での意見及び既存小学校の状況などを総合的に判断

し、下記の３カ所を候補地として東地区の小学校を統合することといたしました。  候補地（案） 
  ①東中学校敷地内 ②あずま生涯学習センター 付近敷地 ③あずま北小学校敷地 

現況 

    
  

基本 情報 
住所 稲敷市八千石77 稲敷市佐原組新田1596 稲敷市伊佐部 1673 用途地域 〇 非線引き区域 〇 非線引き区域 〇 非線引き区域 建ぺい率 60% 60% 60% 容積率 200% 200% 200% 地理的中心性 〇 概ね地区の中心 〇 概ね地区の中心 〇 概ね地区の中心 計画自由度 

敷地面積 〇 約6 万㎡（中学校含む） ◎ 約3.2 万㎡ △ 約2 万㎡ 敷地形状 ◎ 整形で高低差が小さい ◎ 整形で高低差が小さい △ 不整形、かつ高低差あり 

既存施設 △ 

敷地内に中学校があるた

め、配置等に制約を受け

る 

〇 

既存施設がないため、配

置の自由度が高い 

△ 

敷地内に小学校があるた

め、配置等に制約を受ける 

周辺施設との連携 ◎ 

東中学との小中連携や義

務教育学校の検討ができ

る 

〇 

生涯学習センターや周辺

運動施設と連携が期待で

きる 

△ 

連携を期待できる施設が隣

接していない 

防災 
洪水ハザードマップ △ 

浸水想定：0.5～5m 

→階構成等に配慮が必要 

△ 

浸水想定：0.5～5m 

→階構成等に配慮が必要 

◎ 浸水想定：なし 

ゆれやすさマップ 〇 震度６強 〇 震度６強 〇 震度６強 

候補地 

歴史民俗 資料館 
東中学校 工事車両動線 工事車両動線 

候補地 候補地 
あずま生涯 学習  

あずま農業者 
体育館 

白鷺球場 



  ①東中学校敷地内 ②あずま生涯学習センター 付近敷地 ③あずま北小学校敷地 

工事による児童・生徒への影響 
△ 

工事期間中に中学校への

騒音・振動等の影響が発

生 

◎ 

既存各校の運営に影響な

し 

△ 

工事期間中に小学校への騒

音・振動等の影響が発生 

〇 

敷地範囲により校庭が狭

くなる等の可能性あり 

◎ 

既存各校の運営に影響な

し 

△ 

工事期間中の校庭等が確保

できない 

近隣配慮 

圧迫感等 〇 

周囲に住宅等がないた

め、影響なし 

〇 

周囲に住宅等がないた

め、影響なし 

△ 

既存小学校より規模が大き

くなるため、圧迫感等に配

慮が必要 

日影等 △ 

周辺農地への日影・光害

等に配慮が必要 

△ 

周辺農地への日影・光害

等に配慮が必要 

〇 

北側に農地や住宅がないた

め、影響が少ない 

スクールバス等 〇 

道路幅員が大きく、大き

な問題はない 

〇 

道路幅員が大きく、大き

な問題はない 

△ 

スクールバスの通行による

周辺環境への影響あり 

工事車両 〇 

道路幅員が大きく、大き

な問題はない 

〇 

道路幅員が大きく、大き

な問題はない 

△ 

道路が狭く、工事による影

響が発生する可能性が高い 

建設工期 

設計期間 Ü 

 

Ü 開発許可が必要と想定 Ü 

 

工事手順 〇 Ⅰ期工事で建設可能 〇 Ⅰ期工事で建設可能 △ 

仮設校舎建設や既存校舎解

体など、数段階の工事 

工事ヤード △ 

中学校の活動スペース確

保のため、工事ヤードが

限定される可能性がある 

〇 

十分な工事ヤードが確保

可能 

△ 

敷地が狭く、十分な工事ヤ

ードが取れない可能性があ

る 

国道からの車両動線 〇 

比較的大きな幅員の道路

でアクセス可能 

（約 850m） 

〇 

比較的大きな幅員の道路

でアクセス可能 

（約 1,800m） 

△ 

狭く、屈曲した道路を通る

ため、車両のサイズや台数

に制約を受ける（約

1,000m） 

工事費 
校舎建設 〇 一般的な校舎建設 〇 一般的な校舎建設 △ 

斜面地のため、土圧による

構造コスト上昇の可能性あ

り 

造成 〇 

大きな高低差がなく、造

成不要 

〇 

造成が必要になるが、道

路幅員等の問題なし 

△ 

造成や北側擁壁の改修が必

要な可能性が高い 

  


